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新規開拓部隊"解散式"(5/2)
'93年 10月 1日 に新規開拓部隊が発足 し、常務より中隊長をやるように言われました。始めは、何故、私

が選ばれたのか、どうすればいいのか、色々悩みましたが、何事も勉強だと思って引き受けました。今、

考えてみると、何が出来たかなあと思いますが、少しは役に立てたのでしょうか。まだ、ゃり残した事が

たくさんある様にも思いますが、しかし、大変勉強になりました。リーダーとして人をまとめる事の難し

さや、いかに物事を進めていけばよいのか、という事を学んだ様に思います。

又、メンバーの一人一人が本当に助けてくれました。本当に感謝しています。仕入先の皆様にも大変ざ

世話になり、御助言を頂き、ここまで

新規開拓部隊がやれたのも仕入先の皆

様のお陰だと思います。本当に感謝し

ても、しきれません。これからは、私

達がお返 しする番です。一人より二人、

二人より二人、みんなの力が結集すれ

ば、何でも出来ると思いました。

1年 と6カ 月の間でしたが、私の人

生の中で忘れる事ができない、貴重な

思い出となりました。この経験を忘れ

ずに、これからも頑張っていきたいと

思います。本当に有難うございました。

吉岡 孝記やぎや名駅北店前にて一 。
(中央の女性は通りすがりの人)

「志
（ワ」
こ
ろ
ざ
し
）を
一局
く
」

五
月
の
連
休
中
、
中
国
の
上
海
か
ら
浙
江
省
浦
江

県
方
面
を
旅
行
し
ま
し
た
。
上
海
か
ら
車
で
九
時
間

三
五
０
駈
の
旅
で
し
た
。
都
会
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
、

農
業
中
心
の
静
か
な
町
、
浦
江
県
に
入
り
田
植
え
の

終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
や
水
牛
が
の
ん
び
り
草
を
食
ん
で

い
る
風
景
を
見
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
プ
は
、
何
と
も
い

え
な
い

「
ホ
ツ
」
と
し
た
気
分
に
な
っ
た
。
県
の
役

人
が
言
う
に
は
、
日
本
人
の
経
営
者
が
本
県
へ
視
察

に
来
た
の
は
我
々
三
人
が
最
初
と
の
こ
と
。
浦
江
県

が
発
足
し
て
今
年
で

一
人
０
０
年
の
祭
が
あ
る
年
だ

そ
う
で
大
変
歓
迎
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ブ
タ
肉
が
お
い
し
い
ハ
ム
が
特
産
で
、
ソ
バ
で

作

っ
た

「
ギ
ョ
ー
ザ
」
が
お
い
し
く
、
豆
腐
が
な
ん

と
１０
種
類
以
上
も
出
て
ビ
ッ
ク
リ
〃
そ
し
て
、
お
土

産
に
と
湯
葉
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。

上
海

・
抗
州

・
温
州
等
の
都
市
に
比
べ
て
開
放
が

遅
れ
、
必
至
に
な
っ
て
開
発
開
放
を
進
め
て
い
る
。

県
の
担
当
者
も
土
曜
日
休
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
勤

し

（五
月
よ
り

一
応
週
休
二
日
制
に
な

っ
た
）
、
我
々

日
本
人
中
小
企
業
家
の
為
に
現
地
企
業
を
案
内
し
紹

介
し
て
く
れ
た
。
訪
間
企
業
の
幹
部
の
方
は
、
ミ
ド

ル
エ
イ
ジ
の
方
ば
か
り
で
目
を
キ
ラ
キ
ラ
輝
か
せ
、

や
る
気
十
分
の
意
気
込
み
が
そ
の
態
度
や
言
動
に
感

じ
ら
れ
た
。
年
令
で
言
う
と
、
私
な
ど
年
寄
り
の
部

類
に
入

っ
て
し
ま
う
。
自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
若

い
と

思

っ
て
い
る
が
、
中
国
の
企
業
家
と
会
う
と
年
を
感

じ
て
し
ま
う
…
。
″我
″
モ
ー
リ
ン
の
若
手
も
今
後
、

「志
を
高

やく
持
ち
」
ど
ん
ど
ん
海
外
で
活
躍
す
る
事

を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
森
　
信
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最
近
、
出
来
る
だ
け
言
葉
に
し
な
く
な

っ
た
の
が
重
示

ト
シ
君
の

一
方
通
行

「暗
い
言
葉
は
嫌
い
」

気
が
悪
い
」
「疲
れ
た
」
「出
来
な
い
」
「忙
し
い
」

と
い
う
様
な
言
葉
で
す
。

景
気
が
悪
い
と
い
う
の
は
確
か
に
悪
い
ら
し
い
で
す

が
、
森
松
だ
け
景
気
が
悪
い
な
ら
話
題
に
し
ま
す
が
、

ど
う
考
え
て
も
日
本
全
国
中
悪
い
様
で
し
て
、
例
え
ば

先
日
、
野
茂
投
手
が
大
リ
ー
グ
の
試
合
で
バ
カ
ス
カ
打

た
れ
、
そ
の
理
由
が
試
合
を
行

っ
た
場
所
が
高
地
で
あ

り
、
寒
か
っ
た
か
ら
同
情
す
る
と
の
新
聞
記
事
を
見
て
、

じ
ゃ
あ
相
手
投
手
の
時
は
低
地
で
急
に
暖
か
く
な
っ
た

の
か
い
な
…
…
…
と
。
そ
れ
と
同
じ
で
景
気
が
悪
い
の

は
、
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
環
境
は
皆
平
等
に
与
え
て
も

ら

っ
て
い
る
筈
。
…
…
…
と
な
る
と
、
世
の
中
の
売
れ

な
い
営
業

マ
ン
に
限

っ
て
溜
め
息

つ
い
て

「景
気
が
悪

い
」
と
言
う
け
ど
、
そ
れ
は

『腕
が
悪
い
』
の
じ
ゃ
な

い
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

疲
れ
た
と
い
う
言
葉
を
本
当
に
く
た
び
れ
た
顔
し
て

「疲
れ
た
」
と
言
う
人
い
る
け
ど
、
医
者

へ
行

っ
て
自

宅
で
寝
て
い
ろ
と
…
…
…
。
だ

っ
て
、
元
気
な
人
に
移

る
も
ん
ね
。
次
に
、
本
当
に
忙
し
い
人

っ
て
、
楽
し
ん

で
い
る
か
ら
忙
し
い
っ
て
言
わ
な
い
ん
だ
よ
ね
。
部
下

が
出
来
る
仕
事
横
取
り
し
て
、
た
だ
時
間
に
追
い
ま
く

ら
れ
て
る
人
は

「忙
し
い
」

っ
て
す
ぐ
言
う
ん
だ
よ
な
。

つ
ま
り
、
暗
い
言
葉

っ
て
、
や
っ
ぱ
り
暗
い
人
が
使
う

ん
で
す
よ
ね
。
明
る
い
言
葉
は
、
や
っ
ぱ
り
明
る
い
人

が
使
う
ん
だ
よ
ね
。
出
来
な
い
っ
て
す
ぐ
言
う
人
は
、

『
や
ら
な
い
」
だ
け
な
ん
だ
よ
な
。

偏
差
値
、
Ｉ
Ｑ
共
低
い
オ
イ
ラ
に
と

っ
て
、
複
雑
に

考
え
る
思
考
は
持

っ
て
い
な
い
か
ら
、
す
ぐ
簡
単
に
考

え
ち
ゃ
う
。
間
違

っ
て
い
な
い
と
思
う
。
信
じ
な
さ
い
。

信
者
に
な
り
な
さ
い
。
信
者
と
書
い
て
『儲
る
』

な
ん
ち
ゃ
っ
て
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
村

英
利

改善サ T
サークル名 さくらんぼ (産 業)

私達さくらんぼ『産業ファミリー』は、父・稲葉部長を中心に、内助の功に徹している母・

伊藤孝子、ちょつとガンコな長男・高橋武夫、しつかり娘の長女・山内ひとみ、少々あやしく、

時々ズレてる次女・谷口香の 5人で、出荷迅速をモットーとしてよリー層お客様に喜ばれる

様、効率アップ・時間短縮を目指し、一家力を合わせてがんばっています。

山内 ひとみ  伊藤 孝子   リーダー 稲葉 友昭 谷口 香  サプリーダー 高橋 武夫

さて、問題です。

誰の後ろ姿か線で結ん

でみましょう。
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おめてとうございます。

5月 20日 (土)近藤珠美さんの結婚式が行われました。披露宴の間中、少々緊張ぎ

みの珠美さんを優しくエスコー トする光男さん……そんなアツアツなお二人に当て

られっぱなしでした。今日の幸せ一杯の気持ちを大切にして、幸せになって下さい。

近藤珠美さんの名前が

渡邊珠美さんに変わります。 (編 )

今
月
は
、
坪
井
係
長
の
奥
様
、
照
代
さ
ん
で
す
。

私
共
は
結
婚
し
て
二
十
二
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
間
私
は

「内
助
の
功
」
な
ど
と
は
ほ
ど
遠
い
生
活

を
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
最
近
は
主
人
も

年
に
な
り
、
歯
も
悪
く
な
っ
た
り
帰
り
が
遅
か
っ
た

り
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
食
事
に
気
を
遣

っ
て
は
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
の

で
、
休
み
の
時
は
万
歩
計
を
つ
け
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
、
二
人
で
歩
き
に
行
き
ま
す
。
先
日
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
、
会
社
の
方
に
聞
い
た
知
立
の
無

量
寿
寺
の
カ
キ
ツ
バ
タ
を

「見
に
行
こ
う
」
と
言
い

出
し
、
良
い
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
い
い
汗
を
か
い

て
き
ま
し
た
。
万
歩
計
は
″
一
一万
三
千
歩
〃
を
指
し
て

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
帰
り
は
電
車
で
帰

っ
て
き

ま
し
た
が
…
…
…
。
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
歩
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
…
…
…
と
思

っ
て
い
ま
す
。

次
回
の
改
善
発
表
会
は
、

８
月
２６
日
（土
）
に
開
か
れ
ま
す
。

各
サ
ー
ク
ル
で
み
ん
な

協
力
し
合

っ
て
、
入
賞
で
き
る
様
に

頑
張

っ
て
下
さ
い
。

各
サ
ー
ク
ル
改
善
テ
ー
マ
は

次
月
号
に
発
表
し
ま
す
。

3
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評
輌
６
月
の
社
内
行
事

３
日
ω
　
第

一
土
曜
日
休
み

〃
　
　
野
球

対
豊
一京
ア
ム
コ
い
様

５
日
０
　
誕
生
会
　
１２
時
　
４
Ｆ

″
　
　
丹
後
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
２
面

若
手
サ
ー
ク
ル
会
　
１８
時

第
二
土
曜
日
体
み

丹
後
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
２
面

田
丼
村
次
長
誕
生
日

金
子
清
道
さ
ん
誕
生
日

改
善
会
議
　
１８
時

第
４
回
志
会
　
１５
時

電
灯
の
会
　
１８
時

丹
後
球
場
　
佐
藤
恵
子
さ
ん

歓
迎
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

＋〈
〈本

大
橋
係
長
誕
生
日

第
三
土
曜
日
休
み

常
務
米
国
出
張
２
２５
日
０
帰
国

‐８
日
０
　

石̈
田
ひ
と
み
さ
ん
結
婚
式

‐９
日
０
　
丹
後
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
２
面

２‐
日
③
　
生
産
会
議
　
１７
時
４０
分

２４
日
ω
　
経
営
会
議
　
１５
時

〃
　
　
営
業
会
議
　
１６
時
３０
分

〃
　
　
辻
中
ま
さ
え
さ
ん
結
婚
式

２６
日
０
　
丹
後
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　
２
面

編
集
会
議
　
１７
時
５０
分

山
口
部
長
誕
生
日

161514      1210 7
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1995年 Calendar(7月～12月)○ ・̈l■日

JULY       7
日 月 火 水 木 金 土

①

② 34567③
⑨ 1011121314①
① 171819202122
() 24 25 26 27 28 C)

① 31

NOVEMBER        ll

日 月 火 水 木 金 土
12③ ④

⑤ 678910①
⑫ 1314151617①
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SEPTEMBER         9

日 月 火 水 木 金 土
l②

③ 45678③
⑩ ll 121314 ① ①
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(D 25 26 27 28 29 30

DECEMBER        12

日 月 火 水 木 金 土
l②

③ 45678③
⑩ ll 12 13 14 15 ①
《) 18 19 20 21 22 《D
() 25 26 27 28 () 《)
①

‐０

土

⑦

①

２‐

④

金

６

‐３

２０

２７

木

５

‐２

‐９

２６

水

４

＝

‐８

２５

ＥＲ

火

３
⑩

‐７

２４

３‐

ＴｏＢ

月

２

９

‐６

２３

３０

∝
日
①
③
①
②
④

国
□
□
団

コ
登
思
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン

ド

・
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー

ド
」
が
、
今
年
６
月
２‐
日
に
フ
イ

ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
す
。

開
園
当
時
か
ら
ず

つ
と
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
人
気

の
あ
る
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
で

す
が
、
毎
年

の
様
に
新
し
い
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
「
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル

バ
レ
ー
ド
」
に
代
わ
る
も
の
は
、

７
月
２‐
日
か
ら
始
ま
る
そ
う
で

す
が
、
人
気
の
あ
る
，
ち
に
次

４

の
も
の
を
考
え
て
い
く
、
こ
れ

も
改
善
の

一
つ
で
し
ょ
う
か
。

加
藤
　
美
佐
子

編集発行者

森松株式会社

高 橋 武 夫
平成 7年 6月 1日

第 120号


